
映像を「伝える」「売る」「残す」「活用する」４つの事業展開へ

株式会社中央映画社 新コーポレートサイト　https://www.chuo-eiga.co.jp

報道関係者各位 2026年10月5日

株式会社中央映画社

「映像で地域の課題解決」を事業ミッションに

中央映画社、新CI・新コーポレートサイトを公開

PRESS RELEASE

株式会社中央映画社（本社：新潟県新潟市中央区、代表取締役：西方信行）は、2026年10月5

日、新たなコーポレート・アイデンティティ（CI）およびコーポレートサイトを公開しました。

1974年の設立以来、映像制作、テレビ番組制作、ライブ配信などを手掛けてきた当社は、今回

のCI刷新を機に、新たなミッションとして「映像で地域の課題解決」を掲げ、4つの事業を展開

します。
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映像をつくる会社から、地域課題を解決する会社へ

中央映画社は、50年以上にわたり映像制作を通じて地域と

関わり、共に歩んできました。映像技術の進化、情報発信

手段が多様化する中で、地方を取り巻く環境は大きく変化

し、映像に求められる役割も多様化してきています。

そこで当社は、映像を「つくる」だけでなく、「伝える」

「売る」「残す」「活用する」ための手段として捉え直し、

地域が抱えるさまざまな課題解決に取り組んでまいります。
株式会社中央映画社

新ロゴマーク

https://www.chuo-eiga.co.jp/


地域企業・自治体の課題を、映像で解決

当社の強みである映像制作・配信のノウハウを生かし、SNS動画やライブ配信などに活用

できる、さまざまな映像ソリューションを提供します。企業PR、採用、商品・サービスの

情報発信など、映像を活用した課題解決を支援します。

1｜映像ソリューション事業
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■「映像で地域の課題解決」へ　4つの事業領域を展開

地域の高付加価値商品を、映像の力でASEAN市場へ

地域に根付く高付加価値の商品をライブコマースによりASEAN市場へ展開する、地方創生を

目的としたECプラットフォーム「DokixDoki.com」を展開します。動画での商品紹介・販

売や、現地マーケティング会社との協働により、英語をはじめとする多言語での情報発信・

顧客対応を支援します。

また、小規模の「テストマーケティング」を行う機会を提供し、現地での反応、販売方法や

物流などを検証して、本格的なASEAN展開につなげます。

DokixDoki.com：

https://dokixdoki.com

2｜地域発 越境ECプラットフォーム「DokixDoki.com」（ドキドキドットコム）

地域に残された映像資産を、未来のデータ資産へ

当社は昭和30年代～平成初期の公共工事などを記録した約300本の16ｍｍフィルム映像を

保有しています。これらをデジタル化し、AIなどの技術も活用しながら、検索・分析・再

利用が可能なデータ資産としての活用を検討します。橋梁・道路・河川などの記録を次世

代につなぎ、インフラ・防災・教育などへの展開と、新たな価値創出を目指します。

3｜16mm映像データ活用事業

自社メディアの情報発信を、より自由に

ライブコマースや縦型ショート動画ソリューションの国内販売代理店として、企業・自治

体などが自社メディアとして活用できるホワイトラベルのプラットフォームを提供。情報

発信の多様化や自由度を高め、コンテンツの充実につなげます。

4｜動画ソリューション販売事業

https://dokixdoki.com/


会社名：株式会社中央映画社

代表者：代表取締役 西方信行

所在地：新潟市中央区鳥屋野南3-2-20

事業内容：EC／DXソリューション事業、映像制作、テレビ番組制作

　　　　　ライブ配信、ライブコマース事業　　　　　

URL：https://www.chuo-eiga.co.jp

DokixDoki.com：https://dokixdoki.com
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■会社概要

株式会社中央映画社　代表：西方（ニシカタ）

本件に関するお問い合わせ先

TEL：025-285-8126　Email：sales@chuo-eiga.co.jp

■代表取締役  西方信行 コメント

私たちは50年以上、地域の営みにカメラを向け、人と関わり、その想いを映像に収めてき

ました。映像制作を通して培った技術と地域とのつながりは当社の財産です。この財産を、

これからの地域のために、どう役立てていくかを考えたのが、今回の事業展開の発端です。

”映像の力”を新たな技術やビジネスと組み合わせて、”地域の課題を解決する力”に。そして

地域と世界をつなぎ、新たな地方創生に取り組んでまいります。
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